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研究の目的・概要

歯科衛生士国家試験の合格率は全国的に高い状態です。しかし、少子化に伴い、学
習意欲が高く、歯科衛生士への志が高い学生の学生募集に苦戦している学校が多い
のが現状です。そこで今後、入学者数の減少と入学者に対する国家試験合格率は低
下していくことが予想されます。高校時代の成績は入学後の成績に影響を及ぼす要
因であると考えます。にもかかわらず、高校時代の成績、入学試験成績と入学後の
学業成績を比較検討した報告はみあたりません。そこで本研究では、歯科衛生士養
成課程の専門学校入学者を対象とし、成績の現状把握と、今後の学校教育に活かす
ことを目的として、高校の評定平均値と入学試験の成績および入学後の期末試験結
果の関連性を分析します。結果を分析することで、次年度以降の入学者への学校教
育・学習支援の改善や向上に貢献することができます。また、入学後の成績が低い
と予測される学生を早期に発見できれば、早期に学習フォローアップを実施するこ
とも可能になります。そこで、今回下記の情報を用いて分析することで、今後の学
校の発展および教育の質改善を図るための材料とすることを目的として実施しま
す。

利用または他機関
に提供する情報

2018年から2024年の7年間における日本体育大学医療専門学校、口腔健康学科に入学
者された方のうち、1年生の前期期末試験を受験された方の以下の情報を利用しま
す。
高校の評定平均値、性別、最終学歴（高卒および短大・大卒）、入学試験受験時
期、入学試験区分（AO,一般,推薦）、入学試験成績、1年次前期期末試験の点数

情報の利用目的及
び利用方法（他の
機関へ提供する場
合はその方法を含
む）

得られた情報から高校時代の評定平均値と入学試験成績および前期期末試験点数と
の関連性を分析します。またこれらの関連性は、評定平均値別、性別、最終学歴
別、入学試験受験時期別、入学試験区分別に分けたときに関連性や傾向が見出せる
のかを分析していきます。得られたデータはすべて仮名加工情報とすることで個人
を特定できない形として保存します。そして、データ分析に用いる専用のコン
ピュータを用い、パスワード保護を行い、厳重に保管します。
得られた成果は、個人情報保護に配慮した上で学会や論文に発表されます。
当該研究で得られたデータは他施設への提供はありません。
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日本体育大学医療専門学校整復健康学科では以下の研究を実施しています。

この研究について詳細に知りたい方は「問い合わせ先」までお問い合わせください。また、この研究の
研究対象者に該当すると思われる方で、ご自身の情報を「この研究課題に利用（又は他の研究を行う機
関に提供）してほしくない」と思われた方は、情報の使用を拒否することができますので、「問い合わ
せ先」に連絡してください。


